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研修報告書 

令和 4年 5月 18日～19日 

  

令和 4年度 

市町村議会議員研修【２日間コース】 

自治体決算の基本と実践 

～行政評価委を活用した決算審査～ 

 

場所 全国市町村国際文化研修所 

 

１日目  

① 講義 自治体決算の基本と実践 

 武庫川女子大学 経営学部 教授 金崎健太郎 氏 

② 演習 決算審査の実践 

２日目 

① 講義 自治体決算の基本と実践 

～行政評価を活用した決算審査～ 

 静岡県立大学 経営情報学部 教授 小西 敦 氏 

② 講義 議会と行政評価の関係について 

③ 演習 グループ討議シート 

 

 

会派名：豊岡市議会公明党 

メンバー：芦田竹彦、竹中 理 
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自治体決算の基本と実践 

1日目  

武庫川女子大学 教授 金崎健太郎 氏 

 

５月なので決算は終わってしまっている。どう評価すればよいか。 

決算の議論のポイント。 

自治体にとって決算とは何か 

企業では決算は最も重要なこと、一年間の収益の確定 どこまで蓄積するか 株主に配分するか。予算

はあくまで目標 目安である。  

自治体にとって決算は意味が異なる 

① 一年間どれくらい稼いだかという必要がない 自治体の予算は重たい 

どう来年行政サービスを行うか  

自治体は予算重視の仕組み 自治体は仕事をすることが目的 

事前に審査をする。 

会計制度に違いが如実に表れている。 

企業は事後統制(決算)の重視 

地自体は事前統制(予算)の重視 

 

自治体決算は不認定になったとしても、元には戻らない。 

何のために決算をやるのか⇒議決した内容をちゃんと仕事をしたか ちゃんと執行されたか 

審査のポイントは 予算の時に予定したことを実行して成果を上げたかどうか 

現金主義なので３月３１日までに ５月末に出納閉鎖 ６月から数字の締めをする 

監査委員が７月～８月 ９月に決算が確定、認定 

予算は修正が出来る。決算は認定 OR不認定を決めるだけ 

 

不認定になっても収支は有効である。 

市長は政治的、道義的責任を取ることになる。 

次年度の予算の指針となることを議論することが本来の在り方。 
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議会としての意思を示すことである。 

 

いつ議論するのか⇒次の時の予算の時に議論するしかない。 

９月の決算は昨年の事、１０月には来年の予算の話があるから１年間のギャップがある。 

ギャップがあるのは予算が一番議論が大切。５月末から出納閉鎖なので時間がかかる 

 

決算の議論が予算に反映することが難しい⇒予算主義である。 

決算審査の時には関係書類が渡されるのは法律で決まっている。 

事項別明細書 これをベースに議論する 

 

実質収支 

歳入 

主要な施策の成果を証明する書類 これが重要！ 

予算の通りに目的の成果を上げたか。 法律の様式が決まっていない。 

自治体でそれぞれバラバラ 

政策の評価をしているところもある。公会計の資料を添付している行政もある。 

決算も様式が法律で決まっている。納税通知書の合計額が調定額 

収入済額 本当に入ってきた分  

不能決算額 招集できなかった分を取れない処理をする 

収入未済額 来年以降再び請求するもの 

ここから何を議論するか 

予算の見積もり方 どうやって見積もったかを聞く 見込み方 

想定していた収入率の増減で 景気をどう予測するか 

不能欠損額 多い以下少ないか 

 

歳出 

予算には計上していたが使いませんでした どう評価するか 使わなかった理由による 

余った ２つの理由 ①工夫して削減した ②予定したものが出来なかった 

実際何を導き出すか 決算書には書いてない 聞くしかない 
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予算を多く見積もり支出できなかった 

補正予算を組んでできない事業を落とす これが議論のポイント 

 

実質収支に関する調書 

決算で固まった数字 赤字か黒字かを判定する調書 
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入った数字と出た数字 

繰り越しの認定を受けているもの 実質的に赤字か黒字か 

予算に入っていたけど翌年に繰り越す 

 

継続費 大きな事業 予算の時に計上する 逓次ていじ繰越額 

 

繰越明許費 １２月議会で可決対象になる 年度内に支出が終わらない場合あらかじめ議会の承認

がいる。 

 

事故繰越 繰越明許は１回しかできないもの やむおえないものかどうか事情をよく聞く 

不用額で落とすしかない 

 

ほぼ１００％黒字 赤字の原因は何か（１市のみと聞くが） 

 

支出負担行為 民間と違って実際にお金が出て行ったときに支出になる。 

３月末に予算上認められていた備品 年度以降に現金に払ったお金はどちらに入るか 

もちろん昨年度 債務負担行為を行わないといけない。 

３月末までには払いますよということをしなければいけない。（支出負担行為） 

工事請負契約や補助金の交付申請など 

 

実際の決算の審査の仕方 

Ｐ８の表で決算審査するのは費目別 

複数部で１つの事業をする場合はこれではわからないのが欠点 

一つの費目で収まっているのか確認しないといけない。 

実際に仕事がうまくいったかを判断するのは書類が大切 
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決算によって固まった数字が別のところで重要な意味を持つ 

決算を用いた財政診断ができる 

自治体がつぶれることはない 

自治体の財政状態が悪くなると行政サービスが悪くなる 

普通の企業であれば破綻。自治体は明確な基準はない 

自分の自治体の基準が分かりづらい 

議員が観ているのは単年度 

どうしているか 

各自治体が決算を固めた後、集計している。全国の自治体が統一 

 財政状況資料集 ほかの自治体との比較 決算の数字自体は集計され指標とされる。 

決算の数字をもとにして自治体の財政状態を判断する。 

自分の自治体の財政状態が分かるようになる 

ホームページからどの自治体の分が取れる 

重要なものもある。 
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普通会計とは 一般会計が１号議案 特別会計が２号議案 比較するために作った会計 

       統計上一般行政部門の会計を特別会計として整理し、そのほかの会計（公営事業会計）

と区分 

 

公営事業会計 水道、国保事業、後期高齢者医療、介護保険事業会計など 

 

普通会計ベースで・・・ と言うと決算関する話 

 

議決した数字と違う・・・普通会計ベースに直してある 

 

総務省による公表  

財政状況資料集、市町村決算状況調、全市町村の主要財政指標、類似団体別市町村財政指数表、

給与情報等公表システム、地方公営企業決算、第３セクター党の状況調、公共施設状況調 など 

 

財務 4表（貸借対照表、行政コスト計算書、絢試案変動計算書、資金収支計算書）など 

当初予算の組み方と同時にどうか ベースになっている決算 
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実質収支  歳入と歳出の収支はあっているか 

 

形式収支＝歳入決算額―歳出決算額 

 

実質収支＝歳入決算額―歳出決算額―翌年度への繰り越し財源 

 

年度内に赤字か黒字化を判断する 

 

実質収支比率 （実質収支額／標準財政規模）×１００ 

目安として３～５％程度が望ましいと言われている。 

 

標準財政規模・・その自治体の標準的に一般財源(税金、地方交付税など)の総額 

毎年基準が大きく変わると大変なので、標準的数字が標準財政規模 

 

単年度収支、実質単年度収支 

単年度収支＝実質収支―前年度の実質収支 

実質収支を前年度と比較 増える→その年度は現金が余った 

            減った→その年度は現金が不足した 

 

歳出のなかにはお金を積み立てた分も含まれるから借金を減らしている 

 

実質単年度収支とはそれらを足した分（財政調整基金積立額）＋（地方債繰り上げ償還額）に財

政調整基金取り崩し額を引いたもの 

 

実質単年度収支の赤字が続くと・・・次第に財政が危険水域へ 

 

財政力指数  財政面での豊かさの程度は・・・ 

 

財政力指数が高いほど自治体はお金持ち 自分で稼ぐ力がどれくらいあるか 

 



 

 

9 

 

地方交付税を算定するときに  

 

基準財政需要額・・標準的な行政サービスをするときにこれくらいはかかるだろうという金額 

基準財政収入額・・実際に税収が入っているもの  標準的な地方税収入×参入率７５％＋地方譲与

税等 

税収を取らなくても市役所は怠けることを避けるため 

 

(留保財源)・・標準的な地方税収×２５％ 

 

基準財政需要額―基準財政収入額＝普通交付税額 

税収が上がれば交付税額は下がる 

 

東京都は不交付団体 普通交付税額は０円 

 

貧乏か裕福かということではない 

 

平均的には ０．５１ 実際には０．２ ０．３ 依存高対市町村は低い 

あくまでも稼ぐ力を表している お財布の余裕度を表す 

 

経常収支比率 

使い道が最初から決まっている経費 

臨時財政対策歳 何に使っても良い 

地方税、地方交付税地方譲与税など経常的な収入である一般財源（経常一般財源）のうち、どの程

度が経常的な経費に取られているか。 

必ずいる経費 職員人件費、生活保護費、交際費 ・・・経常的経費 

その他の経費 道路整備費、記念イベント費用 

 

何にでも使えるお金が、経常経費にどれくらい充てられているか・・経常収支比率 

どれくらい余裕があるか 

 



 

 

10 

 

平均 ９３．８％ 

７０％を超えないようにしましょう。 固定費に９０％に使っている自治体が増えている 

市民に約束してしまっている。福祉に医療費に 

 

１００％以上の市町村もある まかなえていない。貯金を切り崩していくしかない。 

実質単年度収支が赤字になり続くと危ない。 

 

経常収支比率を構成する分子分母の推移 

 

経常収支比率が高くなるとなぜいけないのか ほかにすることが出来なくなる。 

 

 

 

健全化判断比率 

自治体がこれからやっているのに大丈夫かを判断する比率。４つある。 

夕張市 財政破綻 ある日突然危険だとわかり、財政運営がおかしいということがわかり市も県も審査し

ていた。 一般会計は綺麗。どこで借金をしていたか、特別会計、第３セクター 炭鉱があり、閉鎖になっ

た。その後にホテル作ったりテーマパーク作った。民間が撤退した。第３セクターが運勢するようになった。

第３セクターが借り入れをする。 
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バックに市がいるから銀行が貸した。 

財政再建法 引っかかってなかった。今の時代に法律になっていない。 

それで「地用公共団体の財政の健全化に関する法律」が出来た。 

一般会計をきれいにしても特別会計も盛り込めるようにして判断する。 

４つの比率 

① 実質赤字比率 

② 連結実質赤字比率 

③ 実質交際費比率 

④ 将来負担比率 

真ん中 イエローカード  右 レッドカード 

レッドカードは実質財政運営は出来ない。 

 

実質交際費比率 返す比率 借金を返す比率 

 

実質赤字比率 

普通会計に置き換えたもの 

一般会計等の赤字の大きさをその団体の財政規模に対する割合で表したもの 

１１．２５％～１５％ 

 

連結実質赤字比率 
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公営企業を含む全会計の赤字の大きさを、その団体の財政規模に対する割合で表したもの 

 

実質交際費比率 

実質的な借金返済額の大きさを、その団体の財政規模に対する割合で表したもの 

（３か年平均） 

早期健全化基準 ２５％ 

財政再生基準  ３５％ 

 

早期健全化基準を超える団体 夕張市７０．０％ 

 

地方債の元利償還金・・一般会計で借りている借金 

特別財源  有利な起債・・合併特例債、過疎債  

臨時財政対策債も同じ  

 

実質交際費比率 平均７．８％ 

 

将来負担比率 

第３セクターも含めた分 返す可能性があるものも含む 

 

過疎債も合併特例債も含む 

 

都道府県 １７１．３％ 

市町村 ２４．９％ 

 

健全化比率 都道府県、政令市 ４００％  市町村 ３５０％ 

豊岡市をどう判断していくのか。 

  

議員から見て財政運営は議論しずらい 

原因は言葉が難しい 一般会計、普通会計 

基準がない そこまでの日々の財政運営が分かりずらい 
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今の指標がどう動いたか、他市との比較をしていくしかない。 

 

決算の時にはおととしの話をしている。決算の議論を背景に財政状況をみて、話す。 

 

何かを建てたりするときは言いやすい。 

財政調整基金を最縫うに当て込んで調整するのも良い。 半分は入れるルール。 

ありすぎてもダメ、なさ過ぎてもダメ。 計画的にするのはオッケイ。理由があればよい。 

予算は単年度。決算も過去の話も単年度。１０年先の話をするのは意図的にしないといけない。 

 

予算の時に決算の内容、を含めて話をするのが良い。 

 

早期健全化比基準、財政再生基準はバシッと決まっている。 

 

経営健全化基準以上の公営企業会計 ９会計（前年度５会計） 

資金不足額のある公営企業会計 ４９会計（前年度９２会計） 

 

決算をチェック 令和２年度西宮市決算 

西宮市は決算概要説明資料がある。 

 

積み重ねが必要 

一般財源が増えるのか減るのか 

税金は見積ではいくら入っているのか 

税収は市民税と固定資産税が主力 法人市民税と個人市民税の割合 

前年課税分 

固定資産税は３年に一度評価替え 

歳出 コロナの年Ｒ２は総務費に入れている。 

義務的閉経費 必ず出さないといけない経費 

３つの動向が重要 占める割合が経常収支比率なのでこれが続くと危ない 

特別会の決算 

国保が受診者へった。介護単価が増えた、後期高齢者増えた 
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国保は一般会計から補助しているので分かる。 

 

基金の残高 

財政調整基金 

減債基金・・２０年の交付金で３０年の利息の良い借入した場合１０年分を減債基金に積み立て

る。交際費にしか使わない。 

その他の基金 

 

市債の状況 西宮市は阪神淡路大震災の公共施設がつぶれた。再建のために借金が増えた。２０数

年返し終わった。Ｈ６の水準に戻った。 

臨時財政対策債・・交付税が足りないので、補ってください。地方債は使い道は決まっているが、臨時財

政対策債は普通交付税と同じ扱い。その代わり借金は借金 

国が借金まみれの状態 ３３．３％が自動的に入る 税収が落ち込んでいる。 

国に入ってくるのが足りない。国が借金してしばらく払っていた。 

国が苦しいのに交付税出している。 

足りない部分は各公共団体に出してもらう。借金が解消するのは国の税収さえ増えれば解消すると思い

きや、国の税収が伸びないのが２０年。今年かなり対策債がへった。なぜか国の税収が上がった。どんど

ん増えてきた。あとからプレゼントされるものではない。将来の交際費の中に臨時財政対策債を入れてお
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く。国から帰ってくるだろうと言われると、国の交付税の算定に反映される。交付税が増えるから嘘ではな

い。現金が渡せないから対策債に入る。自治体のせいではない。自治体の借金と考えるしかない。ようや

くやばいなと感じてきた。 

 

プライマリーバランス 国もバランスを０にするために頑張っている。 

過疎債と合併特例債と一緒で返すときに入りますよ。 

西宮市は財政力は高い  

 

 

財政指標の動向 

経常収支比率の推移は重要 

財政力指数 稼ぐ力 

 

個々の事業がどのくらい成果を上げたのか。成果を上げたかどうかはわかりにくい。 

使ってなかったらやっていないということ。やっているのに成果が上がっていないのは無駄遣いしている。」決

算書類では見えない。 

行政評価で見ることができる。 

これからは行政評価をすることが大切。成果がどのくらい出たか。 
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成果が出たということはよいお金の使い方が出来たということ。 

ちゃんと行政評価をするときに目標をたてて、基づいて実行しているか。 

 

質問 

自治体の人件費を削りすぎ大変になっている。 

経常経費をどう考えるのか。 

公務員の定年が延長。コストが上がる可能性がある。若い人が辞める人も多い。 

そういうのも見据えて考えないといけない。社会人採用、ポジション採用も入れる。 

人件費をあげても他を下げる。ほかの街と共有する。IT関連、税のプロなど自治体同士でシェアしてもら

う。 

 

質問 

臨時財政対策債を元手に貯金して投資が果たしてよいかという議論は今もある。 

 

まとめ 

予算と決算はセット 

予算がすべて 決算は確認する。 

成果を翌年度どう変えていくか。 

今やっている事業を見直すということが言えるタイミング１０月。 
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自治体決算の基本と実践 

～行政評価を活用した決算審査～ 

２日目  

静岡県立大学経営情報学部 小 西  敦 氏 

 

行政評価等を議員としてどう活用するか 

ご自身のお考えを確認しつつ、理解を深め行動へつなげる 

 

行政評価の基本 

・地方自治体の行政評価を規定する国法は存在しない 

 実施・非実施を含めて地方自治体の自由 

 評価制度の設計も自由 

 法的には何ら非難されない。国の法律でこうしなさいとは言わない。 

・評価主体 自己評価（主流）、外部評価 議会の位置づけがポイント 

 どちらが正しいとは言えない 

・法的根拠 条例、条例以外 

・目的 説明責任の徹底・行政の質や効率性の向上・成果重視への転換 

・レベル 事務事業・施策・政策 

・観点 必要性・効率性・有効性 

・密接関連事項 地方創生 総合戦略 指標をセットした以上効果を上げる 

        EBPM エビデンスベースポリシーメイク 

        骨太の政策 

 

評価法の目的規定(第１条) 

この法律は行政機関が行う政策の評価に関する基本的事項等を定めることにより、政策の評価の客観

的かつ厳格な実施を推進しその結果の政策への密接な 
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評価主体 内部生徒外部性 議会の位置づけは 

仕分け人 あまり好きではない  

議会はこのマトリクス図のどの位置が  答え 執行機関と住民の間 線よりちょっと上 

 

国の方はもっと明確 

自己評価 自図から評価する 

自治体との評価 

政策評価導入の目標 

 

目的の重要性 

自治体において何のために評価を導入するのか、きちんと考えて各地方公共団体に合った制度を導入す

れば、導入自体が目的化することは少ない。 

 

評価対象の政策体系におけるレベル 
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政策評価の観点 

必要性 有効性 効果性 

 

 

渡会 様々な観点 
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ＫＰＩ 

アウトプット 結果 

アウトカム 住民にもたらされた便益 

 

地方創生す新交付金の事業におけるＫＰＩ 

 

ＥＢＰＭ 根拠にもとづく政策評価 

感染症対策として実施された地方創生臨時交付金などの地方自治体の自由度が高い予算措置につい

て、事業の詩と党の比較検証をおこなう。 

 

会計検査院のジャッジはわからない。感染症対策として説明できるかどうか 

議論したプロセスが大事  

メーカー側が反論してきた 過失はない  

クレペリン・結果として効果が弱いとわかった時点で買えばいけないが、それ以前では大丈夫 
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状況・情報の変化によって変わる 

質問 

事務事業評価が大切だと思うが、行政側が動かない。 

答え 

導入するかは自由 長の意識 副市長レベルには言っても良いが 

面倒くさいと思う。長がどういうジャッジをするか。なぜ導入するのか。 

成果の検証する 首長にかかっている 

 

小さいところは出来ないことはない。評価制度の導入 
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藤枝市議会の議会改革 

決算特別委員会 

６月議会に設置し９月議会まで事業評価の対象事業を抽出する 

１０人の議員 大量の事務量 １０万人 議員２０名 

１８本 

 

９月議会において４日間の委員会日程の中で、通常の決算審査と抽出した事業の評価を行う。 

９月議会閉会後、事業評価を踏まえ次年度の予算編成に向けた政策提言をまとめ、１０月下旬まで

に市長へ提言書を出す。 

 

予算特別委員会 

１１月議会までに委員会を設置し２月議会前に新年度予算編成について決算特別委員会からの提言

への対応について説明を受ける。 
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２月議会において、４日間予算審査及び決算特別委員会からの政策提言がどのように新年度予算に

反映されているかを審査・確認します。 

 

常任委員会（３委員会） 

６月議会では、主要事業等の課題や問題点を全課より聴取する。 

１１月議会では、執行部へ主要事業等の上半期における取組状況についての調書の提出を求め、主

要事業等の進捗状況を確認する。 

この現年度事業の進捗状況や先進地視察等の内容を踏まえ、各常任委員会では、１１月議会閉会

後に分野別施策への提言を行っている。 

 

 

討議・演習 

発表 江南市 大藪さん、前橋市 入澤さん 

現状 藤枝市 

マンパワー的に厳しい。議会も当局も。住民に説明するのにむずかしい。 

   理解をしてもらうことが難しい。 

   議員の理解が得られないのではないか。しかし、政策提案はほしい 

   情報量のキャパシティがいっぱい。でもやった方が良い。 

   予算委員会が２市はない。豊岡は形場やっているだけ。 

外部評価は魅力的で取り入れたい。 

 

対策 行政評価は市役所内ではやっているが議会とリンクしていない。 

   総務省モデルの公会計モデルやっているが９月の決算議会にしか出てこない。 

    

理想 スピーディな行政 見える化  

 

議会の基本条例 

頑張りたいけどどうすればというところは、議会基本条例などを作る。 

 

まとめ(私見) 
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議会と評価の関係の累型 

 

 



 

 

25 

 

制作過程の各段階における議会の役割 

 

議会は、憲法上の「議事機関」として必置 

議員は、住民から直接選挙され、民主主義的正当性を強く持つ 

行政評価の目的は、① 政策の向上②成果重視③説明責任 

行政評価も、最終的には、住民のためのもの 

議会は、行政評価を用いて、議事機関としての機能を高めるべきでは 

行政評価以外の手段もある（例）財政状況資料集 

各議会・各議員において自らに合った取り組み 

 

 

２日間の研修を終えて 

〇竹中 理 

 ２日間の研修はとても有意義なものだった。特に決算審査においては、私が議会選出の監査委員をし

ている関係もあり、まさにこの７月に決算監査があるところでの研修だったので、とても参考になると同時

に深い次元での監査が出来るように感じた。 

 今まで、うすぼんやりだったところが解るようになった。また研修を重ねさらに理解が深まるように次回も

参加できればしたいと思います。グループでは代表して発表した。 

 

〇芦田竹彦 

 初めて決算審査についての研修に参加した。大変に勉強になった。 

次回もこのような研修があればさらに研鑽の為に参加したい。2日間とも有意義なものだった。 

グループでのディスカッションでは他市との意見交換もできて、とても参考になった。また、グループを代表

して発表させていただいた。 

 

 


